
信濃川下流河川事務所は、７月８日(月)、９日（火）に三条市内の河川敷で三
条市立大島小学校３・４年生１５名、５・６年生１８名を対象に、川の調査やＥ
ボート乗船体験、防災学習などを通じて身近な川を学び親しんでもらう「総合
学習」を支援します。

１．日 時  ①令和6年7月8日（月）9:30～11:40 （Ｅボート乗船体験、防災学習）
 ②令和6年7月9日（火）9:30～11:30（水質調査、水生生物調査）

２．場 所 ①Ｅボート乗船体験：三条防災ステーション船着き場
（内容）   内容：川での安全講習及びEボート乗船体験[9:30～10:50]

①防災学習：三条市水防学習館
内容：学習館施設見学及び信濃川や過去の水害等の解説[11:00～11:40]

 ②五十嵐川左岸 渡瀬橋下流側 河川敷
内容：川の水や生きものを採取し川がきれいかを調べる

３．対 象  三条市立大島小学校①５・６年生１８名、②３・４年生１５名
４．その他  当日が雨天、川の流量が多い場合等、危険と判断された際は中止とする

場合があります。詳しくは信濃川下流河川事務所HPにてお知らせします。

小学生が身近な川で体験学習を行います

本資料の発表を以て解禁
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令和６年７月3日

～川に入って、河川環境について考えてみよう～

※報道機関の皆様へ  取材にお越しの際は事前に別添申込書の送付をお願いします。

副所長（技術）松﨑 竹史
  占用調整課長 澁谷 拓央 流域治水課長 若杉 康夫
    TEL（025）266-7131（代表）
  FAX（025）266-7105（代表）

＜お問い合わせ先＞

国土交通省 北陸地方整備局 信濃川下流河川事務所

＜同時配布先＞
県政記者クラブ、新県政記者クラブ、新潟市政記者クラブ、新市政記者クラブ、三条市記者室

事務所HP X(旧twitter)



Ｅボートは10人乗りの手漕ぎカヌー型ボート

「E」にはExchange(水辺での交流)、Environment
(水辺の環境を見直すきっかけ)、Experience(水辺の
 すばらしさを体験)、Emergency(水害や水辺の事故 
等の緊急時の活用)など、etc(様々な)意味があります。

位置図

①Ｅボート乗船体験（三条防災ステーション船着き場）
防災学習（三条市水防学習館）

※駐車場は直接現地となります。

※駐車場は三条防災ステーション船着き場・三条市水防学習館となります。

“Ｅボート”とは

②水質調査・水生生物調査（三条市諏訪地先）

：実施場所



信濃川下流河川事務所

イベント（点検・訓練・広報）スケジュール

国土交通省 北陸地方整備局 信濃川下流河川事務所 流域治水課
〒951-8153 新潟県新潟市中央区文京町14-13 TEL:025-266-7319 FAX:025-231-2043 https://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/

問い合わせ

出前講座・施設見学

４/１１（木）、１２（金）

GW前 安全利用点検

５/１５（水）洪水対応演習

５/２６（日）総合水防演習

７月

水生生物調査、
水難事故防止講座

９月防災訓練（情報伝達訓練）

１１月信濃川サミット

利用者が増えるＧＷ前にやすらぎ堤や河
川公園、新潟海岸の施設を点検。

出水時の対応を関係機関と連携して確認。

水防技術の向上・伝承、水防団の士気高
揚や、幅広い主体の参加による地域社会
全体の防災意識の向上、実践的なシナリ
オによる災害対処能力の更なる向上を図
る。

小学生を対象に、川に生息する生物の調査やＥボート
体験乗船などを通じて身近な川を学び親しんでもらい、
同時に安全に川で遊んでもらう方法を知ってもらう。

地震発生を想定して、情報伝達や現地状況報告などの
災害対応訓練を実施。

信濃川沿川の小学校が学習成果を発表。

職員による講義などをつうじて学校等の環境
学習、防災学習をサポート。
また、排水機場や関分資料館などを見学して
もらい、治水事業について知ってもらう。

官民や企業間の垣根を越え、
｢若手技術者の技術力向上｣、
｢建設業PR｣、｢地域貢献活
動」に取り組む。

関屋モリ上げ隊

7.13水害に関する写真や気象情報などの記録
について、信濃川下流域の公共施設や商業施
設を巡回展示。

7.13水害や治水・防災に関連する
施設を巡り、スタンプをためながら
水害・防災を学ぶ。スマートフォンで
ＱＲコードを読み込ませてスタンプゲット。

7.13水害を振り返り、これからの
防災について考える。防災をテーマ
にフェアを同時開催！

7.13水害の被災箇所や治水に関す
る施設などを巡る半日のバスツアー。

５/２０（月）～１１月

巡回パネル展

６月～１０月

スタンプラリー

８/２５（日）

７.１３水害２０年
シンポジウム

１０/６(日)、１０/２７(日)

インフラバスツアー

点検・訓練・広報 7.13水害20年プロジェクト
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クイズやゲームをとおして7.13水害や防災
について学ぶワークショップを実施。

６/9（日）

防災キャンプ

「実際に洪水が起きた時にどう行動するの
か」ということを『マイ・タイムライン』の
作成を通して学ぶ。

６/14（金）、20（木）

マイ・タイムライン教室

6/10(月)職員による堤防点検
職員自ら堤防の変状等がないか調査。

洪水時に危険が予想される箇所を関係
自治体、水防団の方々と合同で巡視。

6/27（木）、28（金） 

夏休み前 安全利用点検
利用者が増える夏休み前にやすらぎ提や
河川公園、新潟海岸の施設を点検。

6/5(水)、6（木）

重要水防箇所共同点検
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7/1～10/1

※各イベントの詳細は、記者発表、HPサイトでご案内します。



申込書

※送付票は不要です。

信濃川下流河川事務所 流域治水課 行

ＦＡＸ番号 ０２５－２３１－２０４３
または
メールアドレス shinage@hrr.mlit.go.jp

信濃川下流河川事務所 総合学習支援
取材事前申込書

取材を希望される報道機関の方は、必要事項を記入いただき、ＦＡＸまたは

メールの送付をお願いします。

※ ＦＡＸ・メール送付期限：７月4日（木）１７時まで

１ 会社名

２ ご氏名

３ 連絡先
Tel :

Mail:

４ TVカメラの有無 有・無 「有」を選択した場合 台

○をつけてください

５ 取材日
①７月８日（月） ②７月９日（火）

○をつけてください

※：中止になった場合は、当日の８時までに「３ 連絡先」にお知らせします。
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